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奈良大学 におけ る学 内LAN(LocalAreaNetwork)の 構築並 びにイ ンター ネ ッ

トへの接続 は、平成7年10月1日 を もって一応 の完成 をみた。 この工事 の完了 を もっ

て、本学 の国際的情報 ネ ッ トワーク社会へ の参加 に関す るハ ー ドウ ェア面で の環境 は

一応整備 された ことにな り
、 お くれ ばせ なが ら本学 も情報 ネ ッ トワーク元年 を迎 える

ことが出来 た。本学 における情報環境 整備 の任 の一端 を支 える もの として、誠 に喜 び

に耐 えない。

しか しや っと出発点 にた った現時点 で、我 々は喜んで ばか りはい られ ない。 今後解

決 していか な くて はな らない問題 は数 多 くまた多様 で ある。 ここで は残 され た課題 の

うち、情報社会 の 「光 と影」 に関す る問題、及 び加速 化す る情報 ネ ッ トワーク社会 と

それに対す る本学の ス タンスに関す る問題 の2点 を取 り上 げて、今後 の取 り組 みの た

めの参考 に供 したい。

情報社会 の光 と影D:情 報社会 は、 コ ンピュータや マルチ メデ ィア機器 を光 ケーブ

ル等 の通信網で結節 した、 ハ ー ドウェアと しての情報 ネ ッ トワーク基盤環境 が構築 さ

れた上で、 その ネ ッ トワーク上 にいかな る情報 を いかな る形 で提供 し、 また、 それを

いか に利用す るか とい う、 ソフ トウェアとしての知的情報環境が整備 されることによっ

て始 めて成立 しうる社会 であ る。

情報社会で は何 時で も、何処 か らで も、誰 で も、 直ちに必要 な情報 が入手 で きるこ

とを目指 し、従 って、 この社会 は情報 とい う無形 の ものが高度 の価値 を有 す る社会 で

ある。 その意 味で、情報社会 は 「便利 さ」 に代表 され る光 の部分 とともに、情報 とい

うものの有 す る 「もろさ」 に代表 され る影 の部分 を持 っ ことを見落 としてはな らない。

加速化す る情報社会 のただ中にあ る我 々 と して、 まずその光 の部分 をいかにすれば享

受で きるのか、 とい うことを考 え る必要 があ る。 これ は極言 す るな ら人 的環境 の整備

に尽 きる。情報 の受信、 と同時 に発信 の基地 とな ること、 そのための能力 の開発、 そ

して きちん と した、 システ ムまでを含 めた情報 の管理能力 の開発 が何 よ りも望 まれ る

ところであ ろう。 と同時 に、大学 とい う社会 において は、影 の部分 にいか に対処 して

い くか、 とい うことを真剣 に考 えていかざ るを得 ない。情報倫理教育 の必要 とされ る

ゆえんであ る。
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加速化する情報社会 とその中での本学のスタンスの確立:世 界的な規模で加速化す

る情報 ネ ッ トワー ク社会へ の移行、 また、 日本 にお ける情報 ネ ッ トワーク基盤 の重点

的整備状況 を正確 に と らえ、 それに正 しく対応 してい くことは、本学 が将来 にわた っ

て大学 と しての機能 を遂行 してい くために は何 をおいて も必要 な ことだ と思 われ る。

イ ンターネ ッ トの普及 につれてパ ソコ ンの売上 げがテ レビのそれを抜 き去 ろうと し、

また、学生の就職情報 さえ イ ンターネ ッ ト経 由で しか入手 で きな いよ うな状況 が現 に

生 じっっ ある現代 日本社会。 こ うした社会 の中へ学生 を送 り出す に当 たって、本学 と

して はいかな る学生 の育成方針 を立 て るべ きであ るのか。情報社 会の光の部分 を享受

で きる能力を開発 す ることは もちろん、影 の部分 に加担 しな い人材を育成 して い くこ

とは本学 に とっての急務 であ るといわ ざるを得 な い。

奈良大学情報 ネ ッ トワーク元年 を迎 え た今、 本学 と して将来 に向か って いかな る問

題 を ク リア して いか な くて はな らないのか。情報環境 整備、特 に人的環境 の整備の面

に関 して、2、3の 基本的 な問題点 を指摘 させて いただ き、今後 の取 り組み のための

参考 に供 した次第で ある。


